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表 1 和合の人口統計 平成 22年 4月 l日
平成 22 平成 21 平成 20 平成 19 平成 18 平成 17 平成 16
世帯数 137 142 146 154 154 155 159 
男 142 153 158 166 167 177 181 
女 149 151 160 167 172 176 182 
合計 291 304 318 337 339 353 ~~-~ 」一一
表 2 保育所児童数の推移
年度 富草 大下条中央 大下条北条 新野 和合 計
1980 33 59 51 91 6 240 
1985 43 48 47 63 6 207 
1990 42 55 32 50 O 179 
1995 43 60 25 40 6 174 
2000 49 46 31 36 2 164 
2005 37 80 37 2 156 
表 3 小中学校生徒数
年 富草小 大下条小 和合小 新野 小学校計 中学校計
昭和 45 167 319 67 223 776 477 
昭和 50 1~38 284 58 169 649 349 
昭和 56 88 221 23 D4 486 285 
昭和 60 113 211 18 105 447 252 
平成元年 10~5 190 7 118 418 219 
平成 7年 84 174 5 100 363 198 
平成 10 81 168 8 88 345 181 
平成 15 86 132 6 89 31:3 176 














































































































① 灯篭を掲げて最長老の中村ーさん80歳が先頭に立ち「ヨーソレjの掛け声とともに庭入り O ゆ
っくりと念仏行道が始まる O
② 「南無阿弥陀仏jの幡持ちは灯篭に次ぐ二番手である O 天保七申年六月の期日がくっきり
と浮かぶ。最後の16日には嘗ては大屋から貰ったという「南無阿弥陀仏jの紙|織が加に加わる O
③ ヒッチキは踊り場一杯に二人一組(ささらとヒッチキ棒)でぶつかり合いながら踊るので
相当激しい動きとなる O 見る者にとっては楽しい踊りである O
? 。
④太鼓はいつも 3 組~6 組出て来る O 腰のあたりに持つ太鼓は相当重い。庭入札和讃・念
仏と常に行列の中心にいて時には激しく飛び、跳ね、踊る O 逆に新仏の供養の念仏と和算はし
んみりと称名を上げ太鼓を打つ。
① ゃっこは鉦と笛と太鼓に合わせて踊る O 竹竿をくるくると回すと傘が開く O このタイミン
グに合わせて体を沈めたり浮かせたりする O なかなか難しい動きを要求される D 瓢々としてい
て観客の気持ちを和ませてくれる O
⑤ 鉦は良く響く O おどりに合わせて叩くのではなく鉦に合わせて踊る O 自らも叩きながら踊
るので桔当な運動量となる O
⑦ 念仏行道の最後尾には花と榔が続く O 和合の子供や女性たち、また観光に来て飛び入りの
女性が手伝っていた。結構長い時間持つので子供には疲れと眠気と飽きがくる O
③ 笛は小学生のころから教わった女性が中心で吹く O いつもは普段藩のままであるが地方公
演で遠征するときは艶やかな着物姿に変身する O
③ 太鼓の打ち手は念仏を唱えながら太鼓を打つが片や「太鼓持ちjは念仏に合わせて太鼓を







⑮念仏踊りには必ず念仏(南無阿弥陀仏)と和讃が伴う O 声自慢が音頭取りになるO 熊野社で
の神の前の庭褒め、宮下家での大屋の前の庭入りの時の庭褒めや林松寺での新仏供養の和讃など
幾種類かある。一節唄う毎に太鼓が鳴り、太鼓が踊る O 声自慢の念仏衆の得意な場面である O
林松寺前庭で念仏踊りの後に手踊り(盆踊り)が行われる O 村の人たちが三々五々集まり、ま
た観光客も参加して行われる O 簡単な踊りの所作と「すくいさjや「おんたけJr十六jなどの
















もある O 新仏供養は特に念入りに行われる O









































各家の盆概: 名号を掛け、祖先の位牌を揃え置く O 葦で編んだ盆棚を作り供物を載せる。盆































































































































踊り jとして注呂される O 和合独特のもの
で近年新聞やTV取材で取り上げられてい

























A: えーと 12~ 3だな。小学校 5年生位から
それまでも行道について回った。
Q: 最初は何にからですか。























































































































































































































賛同した新j替の 8月13E3に変えた o I日j替の















A: 太鼓でもそう O 下手だと列の最後につ











































型紙を小掠さんと一緒に拝見した O 中村ー さ
んの記憶では、記録の残る昭和11年の写真
には無いが戦争前には切り子灯篭が林松寺



































































タイコ 地区内 地区外 1コL 容lit
13 13 (日) 4人 10人 60人 70人
14 fヨ(月) 7人 90人 80人 170人
15日(火) 5人 40人 50人 90人
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Dさん: そうでもありませんよ O 吉田さ
んのような例もあります。要はやり方次
第です。退職者はこれからどんどん増え
ますから、帰って来てもいいという気持
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ちにする方法はいくらでもあるはずです。
今のうちから和合の魅力をどんどん発信
していかなければいけません。
Aさん: 先ほど、昔は和合に1600人いらっ
しゃったとお開きしましたが、どこの地
域との婚姻関係が多かったのでしょうか。
Cさん: 浪合との婚姻関係が多かったで
すね。嫁ぎ先は浪合が多かったD 嫁様は
和知野から嫁いで来る入が多かった O 売
木とは婚姻関係はあまり多くありません
でした。たぶん縁故関係が広がる事を昔
の人は嫌ったんでしょう O 婚~によって
付き合う地域が広くなると、昔は何かと
大変だ、ったんです。
Eさん m舎暮らしをしたいなと考えて
いる人はたくさんいます。需要もあるし、
チャンスもあります。カf、イ .W!となる
と皆さんなかなか踏切りがつかないよう
です O
Aさん: 精農による自給自足は今ブーム
です O 都会の多くの人たちが83舎暮らし
に高い関心を持っていますから関連する
本がたくさん売れています。今から受入
の関口を広げておきましょう O 阿南町で
も受け皿作りを考えているところです。
Dさん: 小さな集落の問題をもっと考え
ないといけないと思っています O 山も手
入れする(できる)人が減ったから密林
になっているところが増えています。今
に山が駄呂になってしまいます。桑の実
塾の活動が徐々に広がって、その輪がだ
んだん大きくなって行ってくれると嬉し
いですね。
二つ自は自分たちの念仏踊り(民俗祭詑)
の参加者を増やす事が出来るかどうかであ
るO 和合の念仏踊りは観光資源、としては遠
距離の秘境にあり、かつ盆行事としての性
格から参加者自身の盆行事や他所の盆の時
期と重なり難しいのである O 和合の念仏踊
りには芸能文化財として優れたものがある
が都会での公演や盆の時期の来場者を期待
するのは難しい。特に演ずる人が専業でな
く生業を持ち、また他所での就業者が多い
現状では和合の念仏踊りを普及させるには
相当のエネルギーが必要になる O 現在保存
会の行っている保存活動を継続し、技の継
承者を育てると共に住民の民俗と位置づけ
て行くことしかないであろう O
上記のような課題を乗り越えて、また乗
り越えようとして和合地区の人たちは毎年8
月の盆の期間「自分たちの念仏踊り jに集
まり、一緒に続けている O 子どもたちへは
技の伝承と念仏踊りへの参加を促している O
新仏の供養も林松寺で踊念仏を修すること
で村の人たちが一緒に供養することに繋が
るO また和合の念仏蹄りは他の地域に比べ
て特別な観光対象でもない。広報活動を盛
んにし地域の人たちだけでなく念仏踊りを
芸能や観光の面で交流したい人のための活
動も盛んに行っている O
芸能や観光など外へ向う面と地域の交流
を深めようとする信仰面の両面を意識した
和合の念仏蹄りとなってくる。自分たちの
念仏蹄りを如何に見せながら踊るかが常に
同居する O また長期的には婚掘や農業や山
仕事なととの生活・生業分野へ新しい人を誘
い移住を進める O その結果が祭りの人的資
源、の充実へとサイクルが回るように臼々努
めている O
このように見て行くと山深き和合地区と
いう小さな集落を維持し多くの人びとに和
合を知ってもらうためにも和合の念仏踊り
を続けることは有力な手段となるのである O
和合の念仏踊りに触れることにより多くの
参加者が知らず知らずのうちに和合の念仏
踊りへの愛着が生まれて来るのではないだ
ろうか。すべてがこのような良いサイクル
が生まれるとは考えられないが念仏踊りを
村の唯一の民俗共有財産として継続してい
く過程には必ず生まれるものである O
念仏踊りを通じて(自分たちの村の盆行
事を大切に続けて来た、また今後も続けるj
という和合地区の人たちのメッセージが浮
かんで見えてくる O
参考文献
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伊那郡新野村街j料所高九百七拾四石五斗
五升弐合
2阿南町史によれば 和合の小字の部落の
内、大槻-西ノ平.UJ度(三度) .寺村-
木曾焔・上手口合・中)1にはそれぞれ「大家J
と称する家があり、その下にそれぞ、れ本百
姓・小百姓がいた O そのなりたちは本村
(宮下家)、大槻(山名氏家臣金田氏が落ち
てきて住み着く)、西ノ平(金田氏が土着開
発した)、田代(新野関氏の系統。のち退出
して大家は存在せず宮下家に属す)、木曾焔
(近江富佐々木氏の一族が落ち来て居住す
る)、中)11.山度(亀元元年1570年、七代自
金吾が字鷹ノ巣を焼畑に切り開き、諸国よ
り来た浪人8人を抱え置き焼畑番人とした
が、天正 6年1578年春皆落ち去る)、その他
押ノ沼尾-心)1 .尾曽ネL.西沢は中)1 .三
度同様の開発経緯。上和合・寺村(この部
落も古く大家があり、隷属する小百姓がい
た)、峯畑・矢坪・黒田(この部落も古くて
全部田代と同じく被官)は本村の宮下氏に
属していた O 宮沢・鈴ケ沢(明治以降の開
発)
3盆4日間の見学者 「サーヨイ ソーリャ
-J第二号平成7年9月15日より
4和合の念仏踊り保存会は会誌「サーヨイ
ソーリャ-Jを発行している O
「サーヨイ ソーリャ-J第六号にでんで
こ館の建設経緯を次の通り記している O
「待望の伝承センタ一計酒立案中 j
f農村漁家婦人活動施設J 前々から長い間
の懸案でありました、太鼓の保管場所と併
せて、練習したり、支度をしたり、大事な
記録等の保管場所を、ほしいということで、
町当局へお願いしておりましたところ、今
度山村振興事業で取り入れてくれて来年平
成九年度建設となりました O 一部負担金が
いりますが、かねてより計画しまして一年
に二十万円の積立金をしています。皆さん
からいただく会費が毎年二十一万円くらい
ですので一部の声としては、二千円の会費
は、高いという意見等ありましたが、無事
にお願いして、千円より一躍倍額にして協
力してもらっているわけです。「負担金200万
円余Jこの建物の負担金が二部自己、 IUJ~寸
三割、 i翠五割ですので二十万円を十年間続
けなくてはならないことになります O 一部
篤志寄付等あれば平く借金が済みます、と
訴えている o (平成8年7月i日)
6平松大手lJ君は平松三武氏の子息、で成人して
現在他所に住んでいるがいつも盆には帰っ
て来て念仏踊りに参加する O ヒッチキ踊り
で激しく踊る中心人物である O 若手グルー
プは念仏踊りの夜は林松寺の前庭にテント
を張り屋台を出して地域の人たちと交流を
している O ここにも念仏蹄りの毘辺の人達
が集まって支えている O
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